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（平成18年） 

●進めよう　ごみ減量とリサイクル……………Ｐ2～3 
●使用エリアどんどん拡大中です 
　　　下水道に加入しましょう！………………Ｐ4 
●いわきで　沖縄で　深め合う友情……………Ｐ5 
●自覚と責任を胸に新たなる出発 
　　　　　　　平成１８年度成人式……………Ｐ6～7 

　８月１６日から２２日の７日間にわたり、西会津国 
際芸術村公募展が開催されました。 
　初日の１６日には、２６点の応募作品の中から選ば 
れた、入賞作品６点の作者への授賞式が行われました。 
町内からは新田穂積さん（萱本）、折笠匡さん（縄沢）、 
佐藤宏史さん（下野尻）の３名の方が入賞され、それ 
ぞれの方に賞状と記念品が贈られました。 
　また、１８日から２０日までの３日間は、町民美術 
展も同時開催され、会場は多くの人で賑わいました。 

芸術の世界へようこそ 芸術の世界へようこそ 
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平成14年度 

平成14年度 

2,000.01,800.01,600.01,400.01,200.01,000.0800.0600.0400.0200.00.0

処理量（トン） 

平成15年度 

平成16年度 

平成17年度 

家庭系ごみ処理量の推移 

１,３５０.０ 
１４８.４ 
５８.２ 

３１７.０ 

□可燃ごみ 
□不燃ごみ 
□粗大ごみ 
□資 源 物 

平成15年度 
１,３３８.１ 
１３６.４ 
５７.３ 

３２２.４ 

平成16年度 
１,３４５.５ 
１６１.０ 
５３.０ 

３２７.５ 

平成17年度 
１,４１０.４ 
１７６.４ 
５７.３ 

３３３.６ 

           増
え
て
い
る
ご
み
の
量
 

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
量
の
 

過
去
４
年
間
の
推
移
は
別
表
の
と
お
 

り
で
、
平
成
　
年
度
に
は
１
　
９
７
 

７
　
７
ト
ン
と
な
り
、
前
年
度
と
比
 

較
す
る
と
４
　
８
％
の
増
加
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
町
民
一
人
あ
た
り
年
間
 

２
２
６
㎏
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
が
ご
み
を
収
集
、
運
搬
 

し
処
理
す
る
直
接
的
な
経
費
は
、８
 

２
９
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
一
人
 

あ
た
り
年
間
９
　
４
６
７
円
の
費
用
 

が
か
か
っ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。
 

 ご
み
を
減
ら
す
「
３
Ｒ
運
動
」
 

　
ご
み
を
少
な
く
す
る
秘
訣
は
、
 

①Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
 

　
ご
み
に
な
る
も
の
を
な
る
べ
く
持
 

　
ち
込
ま
な
い
こ
と
 

②Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
）
 

　
も
の
を
大
切
に
し
、
再
使
用
に
努
 

　
め
る
こ
と
 

               ③Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
 

　
不
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
再
生
利
 

　
用
に
ま
わ
す
こ
と
 

 リ
デ
ュ
ー
ス
活
動
の
例
 

　
・
買
う
前
に
、
本
当
に
必
要
な
も
 

　
　
の
か
良
く
考
え
る
 

　
・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
 

　
　
参
す
る
 

　
・
過
剰
包
装
を
断
る
 

　
・
食
料
品
な
ど
を
ム
ダ
に
な
ら
な
 

　
　
い
よ
う
必
要
な
分
だ
け
買
う
 

　
・
詰
め
替
え
製
品
を
利
用
す
る
 

　
・
使
い
捨
て
商
品
は
な
る
べ
く
買
 

　
　
わ
な
い
 

 リ
ユ
ー
ス
活
動
の
例
 

　
・
い
ら
な
く
な
っ
た
紙
は
メ
モ
用
 

　
　
紙
と
し
て
使
う
 

　
・
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
を
使
用
し
 

               　
　
た
製
品
を
選
ぶ
 

　
・
い
ら
な
い
も
の
は
フ
リ
ー
マ
ー
 

　
　
ケ
ッ
ト
な
ど
へ
提
供
す
る
 

 リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
例
 

　
・
分
別
排
出
の
徹
底
に
努
め
る
 

　
・
集
団
回
収
へ
協
力
す
る
 

　
・
生
ご
み
処
理
器
な
ど
を
利
用
し
 

　
　
土
に
還
元
す
る
 

  資
源
物
の
分
別
排
出
に
 

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
 

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
 

　
　
　
　
　
　
　
分
け
れ
ば
資
源
」
 

　
私
た
ち
が
出
す
ご
み
の
中
に
は
、

再
利
用
で
き
る
た
く
さ
ん
の
資
源
が

混
じ
っ
て
い
ま
す
。
 

　
中
で
も
、
と
り
わ
け
大
き
な
割
合

を
占
め
る
の
が
、
容
器
包
装
ご
み
で
 

,

,

,

.

17
.
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す
。
 

　
町
で
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
 

法
に
基
づ
き
、
平
成
９
年
４
月
か
ら
 

び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
 

を
開
始
し
、
現
在
、
新
聞
や
雑
誌
を
 

含
め
　
種
類
に
分
け
て
収
集
を
行
っ
 

て
い
ま
す
。
 

　
更
に
、
　
月
か
ら
は
、
新
た
に
２
 

種
類
の
分
別
を
追
加
し
、
容
器
包
装
 

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
分
別
収
集
 

を
完
全
実
施
し
ま
す
。
 

  ご
み
減
量
の
主
役
は
 

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
で
す
 

　
生
活
す
る
上
で
ご
 

み
は
必
ず
出
て
く
る
 

も
の
で
す
。
 

　
し
か
し
、
ご
み
の
 

量
を
減
ら
す
こ
と
は
、
 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
 

の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
 

考
え
方
で
決
ま
っ
て
 

き
ま
す
。
 

　
昨
年
度
は
、
資
源
 

物
の
分
別
に
よ
り
３
 

３
３
　
５
ト
ン
が
再
 

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
集
団
回
収
 

で
は
紙
類
だ
け
で
も
 

１
７
４
　
９
ト
ン
が
 

回
収
さ
れ
、
資
源
と
 

し
て
活
用
さ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
大
切
な
自
然
や
環
 

境
を
保
全
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
 

き
る
こ
と
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
 

で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
あ
 

り
優
し
さ
で
す
。
 

　
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
優
し
さ
が
、
 

地
域
を
、
町
を
、
地
球
を
き
れ
い
に
 

す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
 

　
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
　
分
け
れ
ば
資

源
」
を
合
言
葉
に
、
「
も
っ
た
い
な

い
」
の
心
を
も
っ
て
、
分
別
の
徹
底

と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
ご
み

減
量
化
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
 

10

10

.
.
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　自　治　区　名 
四岐・芹沼・塩喰・ 
安座 
野口・縄沢（大畑・ 
甲石）・青坂・程窪・ 
泥浮山・長桜・小杉 
山・黒沢・出ケ原・ 
牛尾・山口・軽沢 
上野尻（新村）・端 
村・屋敷・楢木平・ 
西山・熊沢 
荒木・高目・小清 
水・漆窪・滑沢・滝 
坂・柴崎・橋立・井 
谷・八重窪・橋屋・ 
戸中 
小屋・極入・弥平四 
郎・弥生・大舟沢 

地区名 

野　沢
 

 
 
 
尾野本 
 
 
 
群　岡 
 
 
 
新　郷 
 
 

奥　川 

個別排水処理施設事業対象地区 

　　　（実施済自治区は除く） 

                      　
平
成
　
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て

き
た
農
業
集
落
排
水
事
業
「
笹
川
地

区
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
処
理
施
設
 

建
築
工
事
な
ど
の
主
な
工
事
が
す
で
 

に
発
注
さ
れ
て
お
り
、
順
調
に
工
事
 

が
進
捗
し
て
い
ま
す
。
年
度
内
に
全
 

て
の
工
事
が
完
了
し
、
来
年
４
月
１
 

日
に
供
用
開
始
が
で
き
る
予
定
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

　
対
象
は
、
呼
賀
、
平
明
、
原
、
新
 

村
、
樟
山
の
５
自
治
区
、
約
１
０
０
 

戸
の
方
々
が
新
た
に
下
水
道
の
使
用
 

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

           　
野
沢
処
理
区
工
事
に
つ
い
て
は
、
 

本
町
地
区
の
管
路
延
伸
工
事
を
中
心
 

に
、
塚
田
地
内
の
管
路
設
計
業
務
、
 

舗
装
の
本
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
本
年
度
工
事
に
よ
り
、
国
道
　
号
 

交
差
点
ま
で
の
工
事
が
完
了
と
な
る
 

こ
と
か
ら
、
来
年
度
か
ら
は
、
下
小
 

屋
（
駅
裏
）
地
区
の
管
路
工
事
に
着
 

手
す
る
予
定
で
す
。
 

　
野
沢
処
理
区
に
あ
っ
て
は
、
接
続
 

率
　
　
３
％
（
８
月
１
日
現
在
）
と
 

依
然
低
迷
し
て
い
ま
す
。
接
続
可
能
 

区
域
の
皆
さ
ん
の
早
期
接
続
・
加
入
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

      　
平
成
　
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
た
 

野
尻
地
区
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
年
 

目
の
事
業
年
度
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
 

あ
り
ま
す
。
平
成
　
年
度
の
供
用
開
 

      始
に
向
け
、
本
年
度
も
管
路
の
拡
大
 

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

      　
平
成
　
年
度
よ
り
事
業
導
入
し
た

個
別
排
水
処
理
事
業
は
、
人
家
が
点

在
し
て
い
る
な
ど
、
集
合
処
理
を
す

る
こ
と
が
不
経
済
で
あ
る
地
区
を
対

象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
に
奥
川
地
区
の
向
原
、山
浦
、
 

出
戸
、
中
ノ
沢
、
松
峯
、
上
田
（
梨
 

平
）、
小
綱
木
、
杉
山
地
区
を
対
象
に
 

計
　
基
の
処
理
施
設
を
整
備
し
、
使

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
 

      　
本
年
度
は
、杉
山
、尾
登
、向
山（
呼
 

賀
）
地
区
を
対
象
に
、
　
基
の
整
備
 

を
進
め
て
い
ま
す
。
 

    　
個
別
排
水
処
理
事
業
は
、
集
落
単
 

位
で
の
事
業
実
施
、
対
象
者
の
概
ね
 

６
割
参
加
を
原
則
と
し
て
事
業
導
入
 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
現
在
事
業
導
入
希
望
地
 

区
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
早
期
の
整
 

備
を
希
望
す
る
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
 

地
域
整
備
課
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
整
備
対
象
地
区
は
、
表
の
 

と
お
り
で
す
。
 

13

49

16

92

30

40

16

21

.

『
笹
川
地
区
事
業
』
 

来
春
の
供
用
開
始
を
目
指
し
 

　
　
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
 

『
野
沢
処
理
区
事
業
』
 

本
年
も
処
理
区
域
エ
リ
ア
の
 

　
　
　
　
拡
大
を
図
り
ま
す
 

『
個
別
排
水
処
理
事
業
』
 

本
年
も
新
た
に
　
基
の
 

　
　
　
整
備
を
実
施
し
ま
す
 

事
業
導
入
希
望
地
区
を
 

　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
 

『
野
尻
地
区
事
業
』
 

引
き
続
き
 

　
管
路
工
事
を
推
進
し
ま
す
 

30

笹
川
地
区
処
理
施
設
完
成
予
想
図
 

▼  
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▲アカウミガメの放流を体験 

▲初めて見る生物にドキドキ 

　　　　　　　　　　　　　　　　いわきで過ごした２日間は、ど 

　　　　　　　　　　　　　　　れもこれも初めてのことばかりで、 

　　　　　　　　　　　　　　　驚いたことや感動したことがたく 

　　　　　　　　　　　　　　　さんありました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　１日目のアクアマリンふくしま 

　　　　　　　　　　　　　　　では、初めて見る海の底や、いろ 

　　　　　　　　　　　　　　　いろな珍しい魚たちの動きに思わ 

　　　　　　　　　　　　　　　ず目を見はりました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　２日目の、海水浴場での班ごと 

の行動では、新しい友だちともスムーズに話ができて楽しい思い出 

がたくさんできました。また、次から次と押し寄せる太平洋の高い 

波は、まるでおそいかかってくるみたいでとても恐かったです。ホ 

ームステイでは、いろいろなところに連れて行ってもらったり、西 

会津では食べられないような珍しい食べ物をごちそうしてもらった 

り、とても楽しく過ごすことができました。 

　豊間小の皆さん、先生方、そしておうちの皆さん、２日間本当に 

ありがとうございました。冬に再会できるのを楽しみにしています。 

新郷小５年 
西田　卓実くん 

　　　　　　　　　　　　　　　　１日目の歓迎式で学校紹介をし 
　　　　　　　　　　　　　　　てもらいましたが、海のすぐ隣に 
　　　　　　　　　　　　　　　学校があることに驚き、海を見な 
　　　　　　　　　　　　　　　がら勉強や遊びができていいなあ 
　　　　　　　　　　　　　　　と思いました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　２日目は、ホームステイ先の友 
　　　　　　　　　　　　　　　だちと海に行きました。水納島と 
　　　　　　　　　　　　　　　いうところは海がマリンブルーで 
　　　　　　　　　　　　　　　透きとおっていました。 
　３日目のお別れ式では、大宜味村の友だちと仲良く遊んだ思い出 
が浮かんで、別れがつらかったです。 
　那覇市に向かう途中、嘉手納基地ではちょうど戦闘機が飛んでい 
くところだったのですが、ものすごい音でみんな耳をふさいでいま 
した。沖縄には今でもたくさんの米軍基地があるそうです。終戦か 
ら６１年も経っているのだから沖縄の人たちに返したらいいのにと 
思いました。 
　４日目はひめゆりの塔などに行きました。学徒隊だった方に直接 
話を聞き、戦争の恐ろしさがよくわかりました。 
　この沖縄交流では、たくさんの思い出ができました。一生、心の 
中にとっておきたいと思います。 

野沢小６年 
赤城　智咲さん 

みんな 

か　で　な 

   　
７
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
第

　
回
い
わ
き
市
立
豊
間
小
学
校
と
の

夏
季
交
流
事
業
が
行
な
わ
れ
、
町
内

の
小
学
５
年
生
　
名
が
い
わ
き
市
を

訪
れ
、
豊
間
小
学
校
の
５
年
生
　
名

と
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
交
流
を
深
め
合

い
ま
し
た
。
 

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
磯
遊
び
や
海
水
 

浴
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

   　
８
月
２
か
ら
５
日
ま
で
、
町
内
の
 

小
学
６
年
生
　
名
と
中
学
２
年
生
６

名
が
参
加
し
、
沖
縄
県
大
宜
味
村
児

童
生
徒
と
の
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
南
部
 

の
戦
跡
を
訪
ね
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
 

学
ん
だ
り
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
 

を
行
う
な
ど
、
充
実
し
た
交
流
を
行
 

っ
て
き
ま
し
た
。
 

22

16

64

47

23

16

　今年もいわき市立豊間小学校そして沖縄県大宜味村児童生徒との夏季交流事業がそれぞ 
れ実施されました。 
　本号では、その２つの交流事業について、お知らせします。 
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平
成
　
年
度
成
人
式
が
、
８
月
 

日
、
西
会
津
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

　
今
年
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、
 

昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
同
　
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
男

性
　
名
、
女
性
　
名
の
計
　
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

　
式
典
前
に
は
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
 

ビ
制
作
の
「
わ
た
し
の
メ
モ
リ
ー
　
 

年
」
と
題
さ
れ
た
新
成
人
た
ち
の
思
 

い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
ビ
デ
オ
 

が
放
映
さ
れ
、
小
・
中
学
生
時
代
の
 

幼
い
顔
の
自
分
た
ち
に
大
き
な
歓
声
 

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、山
口
町
長
の
式
辞
の
後
、
 

新
成
人
を
代
表
し
、
大
竹
洋
平
さ
ん
 

（
原
）
に
成
人
証
書
が
、
ま
た
、
三
 

瓶
大
輔
さ
ん
（
山
浦
）
に
記
念
品
が
 

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
佐
藤
健
吾
さ
ん
（
上
野
 

尻
）が
、「
今
ま
で
自
分
中
心
に
考
え
、
 

行
動
し
て
き
た
自
分
を
見
直
し
、
大
 

人
と
い
う
自
由
さ
の
中
で
、
社
会
的
 

常
識
と
責
任
を
常
に
意
識
し
て
行
動
 

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
 

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
様
々
な
 

こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
た
く
さ
ん
の
 

知
識
を
身
に
つ
け
、
周
り
に
流
さ
れ
 

ず
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
持
ち
、
 

主
張
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
 

い
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
 

ま
し
た
。
 

   成
人
者
名
簿
か
ら
　
　
﹇
敬
称
略
﹈
 

【
野
沢
地
区
】
　
　
名
（
世
帯
主
）
 

１
町
内
　
鈴
木
　
一
成
（
義
　
孝
）
 

　
　
　
　
五
十
嵐
恵
美
（
隆
　
一
）

２
町
内
　
沼
澤
　
　
建
（
高
　
揚
）
 

３
町
内
　
芳
賀
　
和
也
（
　
明
　
）
 

４
町
内
　
青
木
　
基
至
（
義
　
時
）
 

　
　
　
　
柴
田
　
千
晶
（
俊
　
法
）
 

　
　
　
　
田
崎
　
智
子
（
修
　
弘
）
 

　
　
　
　
三
留
　
洋
太
（
眞
之
助
）
 

５
町
内
　
渡
部
　
美
理
（
晴
　
彦
）
 

６
町
内
　
清
野
　
祥
子
（
俊
　
輔
）
 

７
町
内
　
星
　
　
宏
幸
（
　
斉
　
）
 

　
　
　
　
茂
木
　
沙
織
（
和
　
雄
）
 

８
町
内
　
片
浦
　
嘉
晶
（
清
　
孝
）
 

　
　
　
　
高
濱
　
道
法
（
秀
　
道
）
 

　
　
　
　
橋
谷
田
美
佳
（
健
　
一
）
 

９
町
内
１
　
青
木
　
康
年
（
照
　
夫
）
 

９
町
内
２
　
小
島
　
　
綾
（
敏
　
夫
）
 

　
　
　
　
三
瓶
　
寛
史
（
幸
　
一
）
 

下
小
屋
　
井
上
　
　
咲
（
和
　
民
）
 

　
町
内
　
氏
家
　
源
太
（
敏
　
雄
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
亜
樹
（
留
　
久
）
 

　
　
　
　
橋
谷
田
　
悠
（
義
　
則
）
 

西
　
平
　
田
部
　
穂
奈
（
　
薫
　
）
 

四
　
岐
　
笠
間
　
拓
朗
（
　
毅
　
）
 

芝
　
草
　
古
俣
　
翔
子
（
卯
佐
雄
）
 

　
　
　
　
八
幡
修
太
朗
（
修
　
二
）
 

堀
　
越
　
滝
口
　
　
恵
（
　
廉
　
）
 

　
牧
　
　
渡
部
　
智
久
（
久
　
男
）
 

　
　
　
　
伊
藤
　
聖
子
（
一
　
郎
）
 

　
　
　
　
江
川
　
紗
希
（
政
　
次
）
 

   　
　
　
　
山
本
　
善
晴
（
善
　
一
）
 

安
　
座
　
安
部
　
裕
也
（
広
　
栄
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
大
地
（
秀
　
男
）
 

 【
尾
野
本
地
区
】
　
　
名
 

西
　
原
　
武
藤
ま
ゆ
み
（
久
　
雄
）
 

森
　
野
　
小
熊
　
　
優
（
幸
　
江
）
 

　
　
　
　
三
留
　
教
雄
（
芳
　
明
）
 

　
　
　
　
武
藤
　
　
光
（
昭
　
義
）
 

萱
　
本
　
渡
部
　
莉
奈
（
善
　
紀
）
 

　
　
　
　
五
十
嵐
　
愛
（
辰
　
男
）
 

松
　
尾
　
渡
部
奈
津
希
（
勝
　
喜
）
 

　
　
　
　
渡
部
　
智
博
（
直
　
美
）
 

　
　
　
　
五
十
嵐
雅
樹
（
勇
　
一
）
 

尾
　
登
　
石
川
　
博
輝
（
　
博
　
）
 

　
　
　
　
齋
藤
　
貴
裕
（
　
久
　
）
 

　
　
　
　
齋
藤
賢
太
郎
（
和
　
悦
）
 

西
　
林
　
渡
部
　
美
穂
（
常
　
男
）
 

　
　
　
　
佐
藤
妃
奈
子
（
誠
　
一
）
 

　
　
　
　
二
瓶
　
大
輔
（
武
　
夫
）
 

　
　
　
　
本
間
　
裕
哉
（
義
　
治
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
　
伊
勢
亀
　
結
（
　
彰
　
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
沙
織
（
　
正
　
）
 

上
小
島
　
渡
部
　
和
之
（
光
　
榮
）
 

　
　
　
　
佐
藤
志
保
理
（
信
　
一
）
 

　
　
　
　
齋
藤
　
直
弥
（
勝
　
夫
）
 

縄
　
沢
　
長
谷
川
　
梓
（
大
　
蔵
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
裕
美
（
秀
　
力
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
由
貴
（
秀
　
一
）
 

青
　
坂
　
三
留
　
由
佳
（
栄
　
一
）
 

小
杉
山
　
田
崎
　
新
悟
（
宗
　
作
）
 

黒
　
沢
　
斎
藤
　
由
佳
（
俊
　
雄
）
 

18
61

49

43

92

20

62

15

33

31

10
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10

、 

　新成人の皆さんに、成人を迎えた感 
想、将来の夢など今しか書けないこと 
を記帳していただきました。 

三瓶　寛史さん 
 （９町内２） 

「仕事をするように 
　なって、これから 
　大人としてがんば 
　らなくてはと思い 
　ます。」 

武藤　光さん 
（森野） 

「１０月に生まれる 
　子どもを立派に育 
　てる。 
　今の仕事場で、ト 
　ップを目指す！」 

長谷川　梓さん 
（縄沢） 

「将来は、日々の仕 
　事や生活の中で、 
　楽しいと感じられ 
　る事が、今より多 
　くあることが夢で 
　す。」 

後藤　容子さん 
（原） 

「２０歳になりまし 
　たが、まだ実感が 
　ありません。 
　仕事をしっかりと 
　やり、元気に生き 
　たいです。」 

石田　美香さん 
 （小綱木） 

「２０歳になった以 
　上、責任を持った 
　行動をしたいと思 
　います。 
　今日を境に大人の 
　自分になろうと思 
　ってます。」 

出
ケ
原
　
佐
藤
　
友
和
（
博
　
美
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
雄
二
（
幸
　
悦
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
真
也
（
宗
　
悦
）
 

軽
　
沢
　
鈴
木
健
一
郎
（
茂
　
雄
）
 

 【
群
岡
地
区
】
　
８
名
 

上
野
尻
　
石
本
　
真
澄
（
忠
　
吉
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
健
吾
（
美
奈
子
）
 

下
野
尻
　
石
川
　
宝
子
（
丈
　
夫
）
 

　
　
　
　
伊
藤
　
沙
紀
（
由
　
美
）
 

徳
　
沢
　
山
形
千
絵
美
（
　
正
　
）
 

屋
　
敷
　
藤
原
　
由
佳
（
　
　
明
）
 

楢
木
平
　
石
川
　
　
健
（
正
　
光
）
 

熊
　
沢
　
斎
藤
　
勝
利
（
辰
　
夫
）
 

 【
新
郷
地
区
】
　
９
名
 

漆
　
窪
　
福
地
　
光
沙
（
幸
　
子
）
 

　
　
　
　
山
口
　
由
紀
（
茂
　
起
）
 

平
　
明
　
薄
　
　
信
康
（
茂
　
信
）
 

　
原
　
　
大
竹
　
洋
平
（
朝
　
喜
）
 

　
　
　
　
後
藤
　
容
子
（
作
　
一
）
 

滝
　
坂
　
佐
藤
　
　
望
（
久
　
一
）
 

柴
　
崎
　
佐
藤
　
　
敬
（
　
明
　
）
 

八
重
窪
　
武
藤
香
代
子
（
ヨ
シ
子
）
 

戸
　
中
　
石
井
　
健
太
（
康
　
雄
）
 

 【
奥
川
地
区
】
　
　
名
 

杉
　
山
　
佐
藤
　
竜
也
（
一
　
郎
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
香
織
（
勝
　
利
）
 

向
　
原
　
坂
井
　
　
美
（
雄
　
司
）
 

新
　
町
　
尾
形
　
亮
太
（
隆
　
文
）
 

　
　
　
　
川
上
　
　
瞬
（
　
甫
　
）
 

道
　
目
　
井
上
　
真
春
（
春
　
己
）
 

山
　
浦
　
三
瓶
　
大
輔
（
常
　
夫
）
 

中
ノ
沢
　
矢
部
　
　
均
（
広
　
雄
）
 

真
ケ
沢
　
結
城
　
　
愛
（
重
　
孝
）
 

小
綱
木
　
石
田
　
美
香
（
　
薫
　
）
 

 【
町
内
出
身
者
】
　
１
名
　
　
 

新
潟
市
　
長
谷
川
さ
ち
子
（
陽
　
子
）
 

▲成人証書を受け取る大竹洋平さん（原） 

▲誓いのことばを述べる佐藤健吾さん（上野尻） 
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若林　出くん 
（２町内・陽三） 

　
７
月
　
日
、
３
歳
児
　
名
を
対
象
に
健
 

康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、
虫
歯
の
な
い
子
 

は
５
名
で
し
た
。
 

19

12

山内　奈菜ちゃん 
（２町内・久一） 

佐藤　真尋ちゃん 
（芝草・淳） 

荒明　ありさちゃん 
（森野・秀雄） 

高津　雄大くん 
（端村・友一） 

１．タバコは吸わない 
　 
２．飲酒は適度に 
　　　日本酒は１日１合、ビール大瓶１本以内 
 
３．野菜は毎食、果物は毎日 
　　　１日４００ｇが目標 
 
４．塩分は控えめに 
　　　１日１０ｇ未満 
 
５．定期的な運動の継続を　 
　　　毎日６０分程度の歩行。週に１回は汗をかく 
　　　ような激しい運動を 
 
６．適度な体重 
　　 
７．熱い飲食物は控えめに 
 
８．肝炎ウィルスの感染の有無を知り、治療や予防 
　　をする 
　　　肝臓ガンの予防のためには肝炎ウィルスに感 
　　　染しないことが最も重要です 

ガン予防８カ条（国立がんセンター発表） 最新！
 

  　
第
１
位
：
肺
ガ
ン
 

　
第
２
位
：
胃
ガ
ン
 

　
第
３
位
：
胆
の
う
ガ
ン
 

☆
男
性
で
は
？
 

　
第
１
位
：
肺
ガ
ン
 

　
第
２
位
：
胃
ガ
ン
 

　
第
３
位
：
肝
臓
ガ
ン
 

 ☆
女
性
で
は
？
 

　
第
１
位
：
胆
の
う
ガ
ン
 

　
第
２
位
：
肺
ガ
ン
 

　
第
３
位
：
胃
ガ
ン
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
│
２
３
０
６
 

  　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
、
依
然
ガ
 

ン
で
す
。
男
女
と
も
肺
ガ
ン
や
大
腸
ガ
ン
が
増
 

え
、
男
性
で
は
前
立
腺
ガ
ン
、
女
性
で
は
乳
ガ
 

ン
が
増
え
て
い
ま
す
。
男
女
と
も
胃
ガ
ン
が
減
 

り
、
女
性
で
は
子
宮
ガ
ン
が
や
や
減
少
傾
向
で
 

す
。
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
完
治
で
き
る
ガ
ン
 

も
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
と
定
期
的
な
 

ガ
ン
検
診
が
、早
期
発
見
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
 

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

   　
肺
ガ
ン
の
原
因
に
は
環
境
汚
染
等
の
影
響
も
 

あ
り
ま
す
が
、
一
番
は
タ
バ
コ
で
す
。
今
か
ら
 

で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。
 

47
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　８月１日（火）、町公民館で戦没者追悼式が行われ 
ました。 
　式では、黙とうに引き続き、山口町長の式辞の後、 
佐藤鬼子夫尾野本地区遺族会会長らが追悼の言葉を述 
べました。 
　最後に全員で献花をし、戦火に倒れた５８７人の方 
々を供養するとともに、平和への誓いを新たにしてい 
ました。 

　７月２６日（水）、外国語指導助手のジェシカ・ 
ソンダッグさんの送別会が、町公民館で行われまし 
た。 
　ジェシカさんには、昨年８月からの１年間、小中 
学校をはじめとする、町民の英語力向上と国際理解 
を深めるために貢献していただきました。 
　送別会には、町及び教育委員会関係者や今までお 
世話になった各学校の児童生徒が集まりました。 
　会場に集まった皆さんは、ジェシカさんに感謝の 
言葉や花束を贈るなどして別れを惜しんでいました。 

　
８
月
　
日
（
火
）
、
恒
例
 

の
「
野
沢
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
 

り
」
が
、
マ
イ
ロ
ー
ド
通
り
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
夏
ま
つ
り
は
、
会
津
磐
梯
 

山
の
音
頭
に
合
わ
せ
、
浴
衣
 

姿
や
思
い
思
い
の
姿
に
仮
装
 

し
た
参
加
者
た
ち
が
、
自
慢
 

の
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
沿
道
に
は
多
く
の
 

見
物
客
が
集
ま
り
、
参
加
者
 

に
熱
い
声
援
を
贈
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

　
８
月
　
日
（
火
）
、
滝
坂
自
地
区
内
で
タ
イ
ム
カ
 

プ
セ
ル
の
掘
り
起
こ
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
平
成
８
年
に
滝
坂
地
 

す
べ
り
改
良
事
業
が
、
国
の
直
轄
事
業
に
な
っ
た
の
 

を
記
念
し
、
当
時
の
新
郷
小
学
校
の
５
・
６
年
生
ら
 

が
埋
め
た
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
日
は
、
当
時
の
５
・
６
年
生
や
滝
坂
自
治
区
 

の
関
係
者
が
集
ま
り
、
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
 

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
新
郷
保
育
所
に
場
所
を
移
し
、
タ
イ
ム
 

カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
、
懐
か
し
い
絵
画
や
書
、
そ
し
 

て
将
来
の
自
分
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
を
手
に
し
、
当
 

時
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
 

15

15
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なかなか火がおきてくれません 

何ができるかな（ネイチャー・クラフト） 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

                      　
夏
休
み
を
利
用
し
、
町
公
民
館
主
催
事
業
少

年
教
室
、
に
し
あ
い
づ
わ
ん
ぱ
く
塾
・
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
教
室
・
新
郷
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
合

同
で
８
月
９
日
か
ら
　
日
の
１
泊
２
日
の
日
程

で
、
会
津
坂
下
町
・
福
島
県
会
津
自
然
の
家
に

お
い
て
、
宿
泊
学
習
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
学
習
は
、
宿
泊
を
と
お
し
て
仲
間
と
協
 

力
し
、
自
ら
進
ん
で
行
動
し
、
家
族
へ
の
感
謝
 

の
気
持
ち
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
野
沢
小
学
校
・
尾
野
本
小
学
校
・
群
岡
小
学
 

校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生
、
新
郷
小
学
校
４
年
 

生
か
ら
６
年
生
の
希
望
者
、
　
名
が
参
加
し
ま
 

し
た
。
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
に
来
た
ば
か
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
時
は
、
と
て
も
緊
張
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
一
番
興
奮
も
し
て
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。
日
本
で
教
 

え
る
と
い
う
挑
戦
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
会
津
若
松
か
ら
西
会
津
へ
来
た
時
、
車
の
後
 

ろ
か
ら
見
え
た
景
色
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
 

極
め
て
き
れ
い
で
、
希
望
通
り
の
土
地
で
し
た
。
 

　
仕
事
も
最
高
で
し
た
。
週
１
回
新
郷
、
群
岡
、
 

野
沢
小
学
校
で
、
週
２
回
中
学
校
、
月
１
回
保
 

育
所
に
行
っ
て
英
語
を
教
え
ま
し
た
。
各
学
校
 

で
は
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
い
ろ
い
ろ
 

な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
 

す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
優
し
く
し
て
く
だ
さ
い
 

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
英
会
話
教
室
で
は
、
町
民
の
方
と
会
え
る
場
 

で
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
毎
週
火
曜
日
、
 

受
講
生
は
笑
顔
で
会
っ
て
く
れ
、
い
つ
も
私
を
 

励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
私
か
ら
ア
 

メ
リ
カ
に
つ
い
て
習
っ
た
と
と
も
に
、
私
が
彼
 

ら
に
日
本
に
つ
い
て
習
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
ん
な
に
き
れ
い
で
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
 

１
年
間
を
過
ご
せ
た
の
は
本
当
に
よ
か
っ
た
で
 

す
。
ス
ー
パ
ー
で
は
み
ん
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
 

れ
、
農
家
の
方
か
ら
野
菜
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
心
優
し
い
皆
さ
ん
を
い
つ
ま
で
も
 

忘
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
優
し
く
し
て
い
た
だ
い
 

た
こ
と
、
い
つ
ま
で
も
感
謝
し
ま
す
。
西
会
津
 

は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
以
上
 

の
場
所
で
教
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
夜
は
、
外
で
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
予
 

定
で
し
た
が
、
天
候
が
悪
く
、
屋
内
で
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
講
義
に
変
更
し
ま
し
た
。
 

　
２
日
目
は
、
木
を
使
っ
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ク

ラ
フ
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。
 

　
の
こ
ぎ
り
や
小
刀
を
使
い
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
 

き
な
が
ら
う
さ
ぎ
な
ど
の
動
物
を
作
り
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
、
所
内
の
森
を
散
策
し
て
、
宿
泊
学
 

習
を
終
え
ま
し
た
。
 

　
学
校
や
学
年
が
違
い
、
普
段
は
交
流
の
少
な
 

い
児
童
た
ち
で
し
た
が
、
１
泊
２
日
の
宿
泊
学
 

習
を
と
お
し
て
、
お
互
い
助
け
合
い
、
協
力
し
 

な
が
ら
活
動
し
、帰
る
頃
に
は
、仲
良
く
な
り
、
 

家
路
に
つ
き
ま
し
た
。
 

　
初
め
に
、
児
童
が
う
ま
く
交
流
で
き
る
よ
う
 

に
「
信
頼
関
係
づ
く
り
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
し
 

た
。
 

　
お
互
い
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
、
あ
い
こ
が
３
 

回
続
か
な
け
れ
ば
終
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
ゲ
 

ー
ム
で
、
信
頼
が
無
け
れ
ば
で
き
な
い
ゲ
ー
ム
 

で
す
。
 

　
次
に
野
外
炊
飯
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

　
普
段
は
親
が
食
事
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
 

こ
こ
で
は
、
自
ら
が
作
ら
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
 

な
い
た
め
、
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
食
事
作
 

り
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
焼
肉
と
飯
ご
う
に
よ
る
ご
飯
作
り
で
、
班
ご
 

と
に
、
飯
ご
う
係
と
食
材
を
切
る
係
、
薪
で
火
 

を
お
こ
す
係
と
に
分
け
て
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
飯
ご
う
に
よ
る
炊
飯
は
、
初
め
て
ま
た
は
１
 

回
ぐ
ら
い
し
か
や
っ
た
こ
と
の
な
い
児
童
が
多

く
、な
れ
な
い
手
つ
き
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
調
理
す
る
た
め
の
火
お
こ
し
は
、
火
が
な
か
 

な
か
お
き
ず
、
煙
が
目
に
染
み
、
悪
戦
苦
闘
し
 

な
が
ら
火
を
お
こ
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
苦
心
し
な
が
ら
も
、
全
員
協
力
し
て
で
き
た
 

ご
飯
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。
 

10

26

宿
泊
学
習
に
参
加
し
て
 

新
郷
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

　
　
福
地
　
優
人
く
ん
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夏休みの課題に挑戦 こうやるんだよぉ（紙ヒコーキの作成） 

どれもうまいねぇ～ この色づかいがうまいでしょう 

昔遊び「あやとり」に夢中！ 

８月２８日から本 

格的に英語を教え 

ています 

  　
８
月
　
日
（
日
）
に
西
会
津
国
際
芸
術
村
を
 

会
場
と
し
て
親
子
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
午
前
中
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
 

を
得
な
が
ら
、
今
で
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
 

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
ビ
ー
玉
や
面
子
、
あ
や
 

と
り
な
ど
の
昔
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。
昔
は
、

遊
び
な
が
ら
も
先
輩
や
地
域
の
方
か
ら
、
あ
い

さ
つ
や
言
葉
づ
か
い
、
伝
統
行
事
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
も
の
で
す
。
今
で
は
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ぶ
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど

で
、
地
域
の
人
と
の
接
点
が
な
く
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
大
切
な
地
域
の
人
と
の
接
点
を
設
け
、

子
ど
も
た
ち
に
学
校
だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
地
域
と
子
ど
も
と
の
パ
イ
プ
を

つ
な
げ
る
教
室
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

  　
８
月
　
日
（
金
）
〜
　
日
（
日
）
の
３
日
間
、
 

新
郷
小
学
校
体
育
館
で
第
　
回
町
民
美
術
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
は
芸
術
村
の
公
募
展

も
開
催
さ
れ
て
お
り
、1
8
1
名
の
方
が
訪
れ
、
 

町
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
創
作
活
動
を
と
お
し
て
作
 

り
あ
げ
た
力
作
に
感
動
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。
 

            　
ま
た
、
美
術
展
の
関
係
す
る
ク
ラ
ブ
会
員
が
 

作
品
の
説
明
や
案
内
を
す
る
な
ど
、
生
涯
学
習
 

の
発
表
の
場
と
し
て
有
意
義
な
３
日
間
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
子
ど
も
と
一
緒
 

に
楽
し
み
な
が
ら
昔
遊
び
を
教
え
て
く
れ
ま
し
 

た
。
 

            　
午
後
は
、
芸
術
村
で
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ア
ー
テ
 

ィ
ス
ト
を
講
師
に
創
作
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
 

れ
は
、
芸
術
を
と
お
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
が

豊
か
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
夏
休
み
の
課
 

題
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
い
ま
し
た
。
 

　
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、絵
や
粘
土
細
工
、彫
刻
、
 

お
面
の
作
成
で
、
希
望
に
よ
り
一
つ
を
約
２
時

間
で
仕
上
げ
、
ど
れ
も
力
作
と
な
り
ま
し
た
。
 

20

18

20
17

13

  　
　
（
ア
リ
ソ
ン
さ
ん
の
紹
介
は
　
ペ
ー
ジ
）
 

　
私
の
人
生
の
大
部
分
に
お
い
て
、
日
本
の
こ
 

と
を
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
 

た
。
高
校
時
代
に
芽
生
え
た
日
本
の
ア
ニ
メ
へ
 

の
興
味
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
日
本
と
い
 

う
国
へ
の
興
味
に
火
を
付
け
た
の
で
す
。
 

　
昨
年
の
夏
か
ら
、
い
つ
か
滞
在
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
か
な
と
期
待
し
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
 

日
本
の
言
語
、
歴
史
、
文
化
を
勉
強
し
て
き
ま
 

し
た
。
実
際
に
来
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
実
 

家
か
ら
こ
ん
な
に
遠
く
離
れ
た
こ
と
が
な
い
の
 

で
、
楽
し
さ
よ
り
も
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
の
 

で
は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
。
で
も
、
着
い
 

て
す
ぐ
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
と
気
付
き
ま
し
 

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
先
生
方
、
教
育
委
 

員
会
の
皆
さ
ん
が
両
腕
を
広
げ
て
迎
え
て
く
れ
、
 

私
を
安
心
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
 

　
こ
の
１
週
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、
西
会
津
は
 

や
さ
し
い
人
が
大
勢
い
る
す
ば
ら
し
い
町
だ
と
 

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
 

英
語
が
で
き
な
く
て
も
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
き
 

て
く
だ
さ
い
。
私
は
日
本
語
が
ま
だ
少
し
し
か
 

話
せ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
い
る
間
、
た
く
さ
ん
 

の
こ
と
を
経
験
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
習
 

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
与
え
 

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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みんなの広場 みんなの広場 
矢
部
喜
代
栄
 

　
　
〔
中
　
町
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

　
今
月
は
、
渡
部
健
二
さ
ん
（
松
尾
）
に
お
薦
め
の
一
冊
を
ご
紹
介
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「
『
剣
客
商
売
（
池
波
正
太
郎
作
・
新
潮
社
）
』
現
代
社
会
の
生
活 

で
、
一
生
懸
命
に
働
い
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
気
味
だ
と
感
じ
て
い
る 

方
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
」 

　
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と 

　
「
時
は
江
戸
時
代
、
い
か
な
る
境
遇
に
あ
っ
て
も
、
決
し
て
己
を
見 

失
う
こ
と
な
く
、
剣
一
筋
に
苦
行
を
し
、
心
技
体
を
極
め
た
親
子
が
、 

弱
き
を
助
け
悪
を
懲
ら
し
め
る
、
義
理
と
人
情
を
重
ん
じ
る
お
決
ま
り 

の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
渡
部
さ
ん
は
、
時
代
小
説
が
大
好
き
だ
そ
う
で
す
。 

　
「
現
代
の
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
本
筋
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
い
っ 

て
も
過
言
で
は
な
い
、
非
道
徳
極
ま
り
な
い
個
人
の
自
由
、
権
利
、
平 

等
意
識
が
横
行
し
て
い
る
中
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
て
自
分
が
剣
客 

に
な
り
き
る
空
間
を
作
り
、
涙
し
て
本
を
読
み
な
が
ら
ピ
ン
ボ
ケ
す
る 

こ
と
が
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法 

で
す
。
」 

　
「
他
に
も
平
岩
弓
枝
さ
ん
の 

『
御
宿
か
わ
せ
み
』
シ
リ
ー
ズ 

も
好
き
な
本
で
す
。
皆
さ
ん
に 

も
ぜ
ひ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し 

て
、
義
理
と
人
情
と
道
理
を
重 

ん
じ
る
剣
客
に
な
り
き
る
、
ス 

ト
レ
ス
解
消
法
を
お
勧
め
し
ま 

す
。
」
と
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し 

た
。 

　熊倉　友和さん（８月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　また、みんなでスキーやいろん 
なことをしましょう。 

あなたの趣味は？ 
　読書・星を観ること 
 
あなたの特技は？ 
　どこでも寝られる 
 
熱中していることは？ 
　子どもと遊ぶこと 
 
あなたのモットーは？ 
　小さなことからコツコツと　 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　頑固な小心者 

これからやってみたいことは？ 
　今年も子どもとスキーの練 
習がしたい 
 
最近感動したことは？ 
　娘が泳げるようになったこ 
と（私は泳げないので） 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ・Ａさん（真ケ沢） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

 『
ジ
ー
パ
ン
』
 

　
「
　
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
は
、
3
6
5
 

　
日
毎
日
穿
い
て
い
ま
し
た
。
ボ
ロ
ボ
 

　
ロ
に
な
っ
た
も
の
ほ
ど
、
も
っ
た
い
 

　
な
く
て
は
け
ま
せ
ん
。」
 

20
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総
務
省
で
は
、
　
月
１
日
現
在
で
 

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
を
実
施
し
 

ま
す
。
 

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
事
業
所
や
 

企
業
を
対
象
に
行
う
も
の
で
、
産
業
 

や
従
業
者
規
模
な
ど
の
実
態
を
明
ら
 

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
 

そ
の
結
果
は
、
国
や
県
、
町
な
ど
こ
 

れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
て
い
く
う
え
 

で
、
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
 

で
す
。
 

　
９
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
皆
 

さ
ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
 

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
統
 

計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
 

ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
１
 

  　
年
々
献
血
協
力
者
が
減
少
し
て
お
 

り
、
県
内
で
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
 

す
。
 

　「
献
血
は
　自
分
サ
イ
ズ
の
　ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

◆
日
程
　
９
月
　
日
（
木
）
 

　
　
午
前
９
時
〜
　
時
　
 

　
　
正
午
〜
午
後
１
時
 

　
　
　
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
 

　
　
午
後
１
時
　
分
〜
午
後
３
時
 

　
　
　
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
 

　
　
午
後
３
時
　
分
〜
午
後
５
時
 

　
　
　
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
会
津
㈱
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

    　
金
銭
貸
借
や
土
地
・
建
物
の
明
け
 

渡
し
、
相
隣
関
係
、
サ
ラ
金
ク
レ
ジ
 

ッ
ト
関
係
や
交
通
事
故
な
ど
の
民
事
 

に
関
す
る
紛
争
や
離
婚
、
子
ど
も
の
 

看
護
養
育
、
離
縁
、
親
子
関
係
、
扶
 

養
や
相
続
問
題
な
ど
の
家
事
に
関
す
 

                    る
紛
争
に
つ
い
て
、
円
満
に
解
決
す
 

る
た
め
に
、
裁
判
所
で
実
際
に
調
停
 

に
携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
 

に
応
じ
ま
す
。
 

◆
日
　
時
 

　
　
月
５
日
（
木
）
 

　
午
前
９
時
　
分
か
ら
午
後
７
時
 

◆
場
　
所
 

　
会
津
若
松
市
中
央
公
民
館
 

◆
申
込
み
 

　
当
日
会
場
で
受
付
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
裁
判
所
 

　
　
　
　
　
会
津
若
松
支
部
庶
務
課
 

　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
７
２
５
 

 　
・
長
引
く
咳
（
２
週
間
以
上
）
 

　
・
タ
ン
が
出
る
 

　
・
長
引
く
倦
怠
感
・
微
熱
 

　
・
胸
の
痛
み
 

　
・
体
重
減
少
 

 　
①
年
１
回
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
 

　
　
検
査
 

　
②
体
の
抵
抗
力
の
維
持
 

　
③
生
後
６
か
月
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
 

　
　
接
種
を
 

　町では、国際社会に対応できる人材の育成を図り、 
幼児期からの語学力向上を目指すため、外国語指導助 
手と国際交流員を招いています。 
　８月７日（月）、町役場で辞令交付式が行われ、新 
たにアリソン・スティールさんを外国語指導助手とし 
て迎えました。 
 
　　　　　　　　　　　　　◎年齢　２２歳 
　　　　　　　　　　　　　◎国籍 
　　　　　　　　　　　　　　アメリカ 
　　　　　　　　　　　　　　（ペンシルベニア州） 
　　　　　　　　　　　　　◎学歴 
　　　　　　　　　　　　　　ドリュー大学 
　　　　　　　　　　　　　　　物理学専攻 

外国語指導助手 
アリソン・スティールさん 

　発電所やダムから水を流したときの水難事故を防ぐため、 
水を流すときはスピーカーやサイレンでお知らせしますの 
で、川原にいる方は危険ですから、安全な場所に移動して 
ください。 
◆次のときにスピーカーをならします 
　①ダムから初めて水を流す約10分前 
　②発電所から初めて水を流す約10分前 
　③発電所の出力を増やし、水を多く流すとき 
　（放送内容） 
　　「今から川の水が急に増えます。川原にいる人は危険ですか 
　　　ら、すぐ上がってください。」 
◆次のときはサイレンをならします 
　①ダムの流入量が1,500m3／sに達したとき 
　②ダムの流入量が3,000m3／s（洪水量）に達したとき 
　③ダムの流入量が洪水量オーバー後1,000m3／s毎 
　（警報内容） 
　　　サイレン　　　　　　　サイレン　　　　　　　サイレン 
　　　■■■■　　休　み　　■■■■　　休　み　　■■■■ 
　　　５０秒　　　１０秒　　５０秒　　　１０秒　　５０秒 
【問い合わせ先】 
　　東北電力㈱阿賀野川ダム管理所　　４７－２００６ 
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伊　藤　ハ　ル（94）建　二　　母　　５町内 

横　山　トヨ子（82）範　之　　母　　５町内 

大　沼　ト　ミ（96）ヒロイ　　母　　５町内 

丹　藤　キ　ヨ（97）幸之助　　母　　８町内 

山　内　ヨシ子（75）榮　廣　　妻　　9町内1 

長谷川　和　夫（68）節　子　　兄　　下小屋 

須　藤　ユキエ（94）利　夫　　母　　10町内 

佐　藤　フクイ（85）主　美　　母　　下野尻 

伊　藤　房　雄（81）正　市　　父　　呼　賀 

海　沼　愛　子（75）賢　勇　　母　　樟　山 

武　藤　　　博（84）哲　人　　父　　柴　崎 

佐　藤　洋　子（61）春　美　　妻　　杉　山 

井　上　正　治（89）正　孝　　父　　下　松 

鈴　木　　　剛（89）儀　平　　父　　山　浦 

人　口　　８，６０２人　　　－１３人 
　男　　　４，１４４人　　　－　７人 
　女　　　４，４５８人　　　－　６人 
世　帯　　２，９４３世帯　　－　３世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

伊　藤　詩　野ちゃん　大・詩菜　　　６町内 

長谷川　陽　大く　ん　福和・奈々　　松　尾 

塚　原　美　月ちゃん　学・智恵美　　上野尻 

五十嵐　小　晴ちゃん　正隆・敦子　　　原 

の し 

た ひな 

つき み 

はる こ 

◆日時　９月 7日（木） 

　　　　　　27日（水） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

9月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○国民健康保険税第３期 
○介護保険料第４期 

9月11日（月） 納期限 

10月2日（月） 納期限 

佐 原 病 院  
斉 藤 医 院  
国際高澤クリニック 
さとう小児科医院 
耳鼻咽喉科鈴木医院 
佐藤整形外科医院 
県 立 喜 多 方病院  
高橋小児クリニック 
斎 藤 医 院  
浜 崎 小 児 科医院  
古 川 産 科 婦人科  
小 野 病 院  
武 田 医 院  
吉 田 内 科  
いいづかファミリークリニック 
米 山 眼 科  
寿 松 堂 渡 辺医院  
有 隣 病 院  
手 代 木 医 院  
わかまつインターベンションクリニック 
わたなべクリニック 
小野木クリニック 
佐 原 病 院  
鳴 瀬 病 院  
アピオ・リウマチクリニック 
佐 藤 病 院  
いがらし耳鼻咽喉科 
荒 井 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
ひ ら の 医 院  
渡辺脳神経クリニック 
いとう子どもクリニック 
はせがわ整形外科クリニック 

0241（22）5321 
0241（22）0212 
0242（24）9503 
0242（24）0830 
0242（28）3387 
0242（83）1155 
0241（22）2181 
0241（25）7066 
0242（27）1112 
0242（27）0951 
0242（27）0021 
0241（22）0414 
0241（27）4031 
0242（27）0537 
0242（32）3330 
0242（27）0862 
0242（83）3125 
0241（24）5021 
0241（22）0034 
0242（32）1558 
0242（24）0506 
0242（26）5533 
0241（22）5321 
0241（24）3333 
0242（32）2277 
0242（26）3515 
0242（39）2010 
0242（83）2224 
0241（22）2181 
0241（22）3135 
0242（39）6060 
0242（27）4601 
0242（56）2882

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 

９月 2日（第１週）受付時間11時まで 
９月16日（第３週）　　　　〃 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
柳 津 町 
会津若松市 
三 島 町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

物 江 歯 科 医 院  
桑 原 歯 科  
渡 部 歯 科 医 院  
真宮歯科クリニック 
山田あつし歯科医院 
大 塩 歯 科  
二 瓶 歯 科 医 院  
ヨ ネ ヤ マ 歯 科  
栗 城 歯 科 医 院  
お お ほ り 歯 科  
う え の 歯 科医院  
大 村 歯 科  

0241（23）1661 
0242（26）4023 
0242（54）2254 
0242（58）0418 
0241（21）1846 
0242（38）4567 
0241（41）1880 
0242（39）3567 
0241（52）3334 
0242（25）1110 
0241（21）8852 
0242（22）0195

10 
（日） 

17 
（日） 

18 
（月） 

23 
（土） 

24 
（日） 

10/1 
（日） 

10/1 
（日） 

17 
（日） 

18 
（月） 

23 
（土） 

24 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

10 
（日） 


